
大正 ・昭和前期 の舞踊教育

「遊戯」かち 「ダ ンス」へ

○ 松 本 千代栄

安 村 清 美
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大正 ・昭和前期と劃 したこの期 一 第一次世界

大戦から第二次大戦勃発までの約30年 は, 内には

学校教育制度が定まり, 初の「学校体操教授要目」

制定(大2)か ら, 更に二度の改正(大15, 昭11)を

重ねて充実し, 外には明治期国家主義, 家族主義

を根底としなが ら, 教育哲学の導入(J. Dewey,

P. Natorpら), 新学校の設立と自由主義教育の促

進, 八大教育主張など新教育思想がおこる。即ち, 
一個の人間として生きようとする近代的自我を象

徴するかのように自由教育が開花する前半から, 

次第に軍国主義に傾き, 文化統制の強まる風潮の

中で, 最終的には「体操科 」は 「体錬科 」として

「献身奉公の実践力 」に資する体育となる波瀾の

時代を意味している。

欧化と国粋, 個人と国家, 男性と女性, また, 

自由創造と統制 一 と時代思想の波が渦巻 く時代

は, 体育教育にとっても, 体育学の樹立をめざし, 

形式体操に「遊戯思想 」が導入され,「身体教育」

を拡充する際立った時代である。多くの著者が, 

身体科学, 東西の遊戯観, 遊戯史を求めて体育を

考えたこの期は, 舞踊教育にとっては, 「遊戯」領

域を母胎に舞踊芸術への志向が胎動する「遊戯か

らダンスへ 」の時であり, 欧化を過ぎて自立へ向

う時と推測される。

この期を, 旺盛な外来文化摂取から自作の創出

へ, 体育教育か ら芸術教育へと眼を馳せた舞踊教

育史上の活力ある時代と仮定 し, 本論は, この自

由の翼を拡げて, 人間と舞踊を追究した時代の特

性を明らかにし, そこに内包される意味と問題を

読みとりたいと考えるものである。

あわせて, 舞踊教育, 即ち舞踊による教育から

舞踊そのものの教育へと開扉 し, 両義性をもって

「舞踊教育 」が考えられようとする現代(1)に, こ

の期がもたらす示唆的な意味を読みたいと考える

ものである。

I「 書名」に表われた動 向

この期に出版された舞踊教育関係書167著(表1, 

一覧参照)の 分類を行 った結果からは, 書名は三

つに大別される。即ち,「遊戯」「ダンス」「舞踊」

の名称である。

「遊戯 」名称には, すべての遊戯の総称(大 正

2年 教授要目では 「体操科ノ教材 ヲ体操教練及遊

戯 トス」となり, 競技と分離 していない。)として

冠される他に,「 動作遊戯」「表情遊戯」や「唱歌遊

戯」「行進遊戯」等, 内容を限定 して用いられ,「ダ

(1) 松本 ・岩川 「現代舞 踊作家小論」 お茶の水女子大学人文科 学紀要33巻 昭55お よび

松本 ・山田 「戦後転換期 の舞踊教育」 お茶の水女子大学人 文科学紀要34巻 昭56
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表1 著 書
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名 の 分 類
(松本, 安村, 中野)
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ンス」名称には「ダンス」「スクールダンス」「学校

ダンズ」「体育ダンス」及び 「教育ダンスへ」等の他

に, 「教育的体育ダンス」「体育的学校 ダンス」な

ど場と教育目的の表徴を強める書名が多 くなって

いる。「舞踊」名称には「舞踊」「学校舞踊」「教育

舞踊」などが含まれ,「 ダンス」の国語化が書名上

に増加する。

これ らを年代的にみると,「遊戯」名称はこの期

を通 じて用いられ,「行進遊戯」名称もこれにつづ

く。「唱歌動作遊戯」「表情遊戯」は, 大正期前半

にあらわれ,「 唱歌遊戯」名は昭和初期(大正15年要

目改正後)か ら急増する。「体育ダンス」「学校ダン

ス」は大正10年以降に, 「舞踊」「学校舞踊」は大

正末期か らあらわれる。「教育」を冠 した「教育ダ

ンス」は大正期末に, 「教育舞踊」名は昭和7年 以

降で, 少数ながらこの期末を飾るものとなる。全

般的に, 昭和13年 頃か ら出版は激減する。

「書名 」分類上には, 遊戯領域か ら脱 して, ダ

ンスの専門領域を主張し, また, 体育あるいは教

育として学校教育におけるダンスを考えた時代と

著 者の趣意の表徴をみることができよう。更に教

授要 目の 「行進遊戯」「唱歌遊戯」名称を正座にす

えながら, これにあきたりず, 種々な名称によっ

て本質を求めたとみる時, 書名は時代の側面的表

徴 として, より意味深 く解される。

次下にこれらを大別 して考察を進めよう。

1) 遊戯観を主軸とする 「遊戯」名

明治期における遊戯の価値認識をうけつぎ, 外

来運動文化導入 ・教授要目の制定と「遊戯 」の位

置づけが進む中で, 「遊戯」名称を冠 した著書は続

刊される。
一著(2)を例にその論究をみよう。先づ身体の生

理的理論を基底に, 東西の遊戯観, 遊戯史が追究

される。即ち, 「科学的攻究は刻下の急務」とJ. ロ

ックの哲学, J. スペンサーの教育論に遊戯の意義

をもとめ, 他方, J. グーツムーツ, F. ヤーン, A. 

スピースら学校体操を築いた学派の中に, 運動遊

戯の論拠と実践を探る。理論上に明治期の前進で

ある。即ち, 遊戯の本能説, 生活準備説, 勢力過

剰説等, 学説を概観 し, 遊戯の無関心性に着目し, 

「シル レルの『人は遊ぶ時のみ真の人なり』との

言は一大真理 」と遊戯価値を追いつつ 「人類自然

の欲求に応 じて発生 し来れる溌刺の良材を加味 し

て, 戦後の革新に突入せん」とする。大正2年 教

授要目では 「遊戯」領域(競 争を含む)に含まれる

「行進遊戯 」は, ここでは 「歩行及び歩行の変形, 

跳躍及び跳躍の変形を生理的の原理に基きて適切

に組成 した……教育的運動法」と解説され, 「動作

遊戯 」即ち 「唱歌の意味を動作上に表現する一種

の教育的運動法」と共に, 「健全なる身体と各部の

調和的発達を期 し, 兼ねて身体の端正と挙止の閑

雅とに慣れしめ……紀律を尚び, 協同一致, 事に

当るの精神を養ひ, 兼ねて調和及び優雅の審美的

情緒を養うにあり」(3)とその教育目的を定める。

「遊戯 」名を冠したこの期の多くの総合書は, 

明治期を受けて,「書名」上に, 遊戯性の強調, 即

ち, 身体発達と人格教化の価値観を跡づけている

とみなされよう。

2) 純粋芸術を目指 した 「表情遊戯」名

詩と音楽と動作 との調和に児童芸術を結実させ

ようとした人々は, 感情の自由な発露を歌曲に求

め,「表情遊戯」「唱歌動作遊戯」「童謡遊戯」の名

称にその主張を表明する。

大正デモクラシーの中での児童中心主義, 童謡
(4)

自由画と相ついだ芸術自由教育運動 に呼応 した

人々(5)は, 児童の主体性, 個性を重んじ, 「児 童

の思想感情の表れが基本となってそれを美化せね

ばならぬ」とし, 「身体の節律的運動に依って其の

感情を表現 しようと試みるこの情緒の発表として

の舞踊」(6)に着目する。例えば, 土川は, 葛原幽

(砂 の トンネル, あられ, 蓄音機)野 口雨情(青

い目の人形, 紅い花白い花)鹿 島鳴秋(浜 千鳥)

北原白秋(と ほせんぼ)ら の作詩, 弘田龍太郎, 

中山晋平, 梁田貞 らの作曲の歌曲によって??律動

(2) 可児 ・石橋 ・寺岡 「理 論実際 競技 と遊戯」(大8)

(3) 前掲(2)P. 197

(4) 鈴木三重吉, 野口雨情, 西條八十, 北原白秋 らの童話 ・童謡創作に主張 された ヒューマニズム-謂 る芸

術教育運動 と称 されている。

(5) 印牧季雄, 土川五郎, 真 島睦美 ら児童舞踊の源流 とな った人 々。

(6) 土川五郎 「律動的表情 遊戯」第壼輯 律動遊戯研究所(大13)。 土川 らの 「民 間」活動の展開は 「児童舞

踊五十年史」昭33に くわ しい。
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的表情遊戯"を 創出する。

「箱の中から声がでる, 嘲臥の奥か ら声が出る

……」(蓄音機)に は文明の驚きが溢れ,「 青 い月

夜の浜辺には, 親をさが して泣 く鳥の……」(浜千

鳥)に は, ロマンティシズムが溢れる。 「歌詞の

大意とこれを貫いて居る感 じを捕えて, 末端の厘

々なる所に拘泥せぬ」「上品」な作舞をめざし「表

現は大きく, ゆったりとして, こせつかず 」詩情

と動作を融合させようとする作者の作風にもロマ

ンの時流が反映する。

児童の表現の自発性を重視 し, 「感 じの体現さ

れた運動が表現であり」「純真な芸術によって愈々

純ならしむる事ができる」と, 唱歌と遊戯を総合し

た純なる芸術を主張する。芸術と教育の柔軟な関

係を唱える当代の思潮を汲んだ実践的展開として, 

「児童舞踊 」の源流である。

これらの童謡唱歌の上に提出された審美的表情

的表出は, 日本的情趣の作舞を導いた点で大正期

の特色を形成 したのみな らず, その流れは学校教

材の一様式を形づくる因をな した点で再認される

べきであろう。

3) 身体教育とダンスの本質とを照合 した 「体

育ダンス」名

遊戯領域を脱 し,「ダンス」の原語名をもって専

門分化を明らかにした書名 「スクールダンス」(7)

「学校ダンス」「体育ダンス」はこの期当初に表わ

れ大正末期には顕著になる。

「体育ダンス」(8)(体育舞踊)(9)の名称は, 一方

に女子教育推進の風潮の中で女子の運動法 として

の価値を強調し, 他方に 「ダンス」の本質を求め

る時代を象徴 しているとみられよう。「体育」「学

校」と冠 し,「ダンス」と示した著書の多くは, 前

述のように舞踊の体育的 ・教育的価値を重視 し, 

体育教育と舞踊文化の深層の接点を 「身体教育 」

に求めてその融合をねがっている。視野を美的価

値に拡大しつつ, 当代の体育理念を重視 した時代

性をとこにも見出すことができよう(10も

例えば, 「ダンスは所謂芸術的色彩を帯びた体育

である。これによって人の人たる本性を発揮せし
(11)

め, その善と美とを完成せ しめん1と した寺崎

は,「 リング氏によりて愈々審美的体操なるもの採

用され, ドム二一氏の曲線的運動なるものの発表

ありてより, 終にデルサー ト氏によりて四肢や頭

や躯幹の表情が研究され, 此に於てダンスなるも

のの形は一先づ完成される」とみる。「心身を練磨

すると共に」「芸術味を味ははしむる」「教育的体

育的ダンス」を求め,「学校体育とダンス」の関係

が盛んに論 じられる。「人体の解剖生理及び心理

学の原則に基き教育的立場に立ちて組織された 」

体育ダンスは,「Folk dance, Gymnastic dance, 

Athletic dance」 の三種によって 「身心の発達と

共に道徳的品性を陶冶 し芸術的生活を味はは しめ

る」べ く適合をはかられる。

これ らの生理 ・心理 ・教育学をふまえた 「体

育 」を重視したダンスは, 必然的に身体練習を重

んじ, 姿勢poseと 歩法step中 心 の前時代を越え

て, 基礎練習を拡充 し, より動的なダンスを招来す

ることになる。これらをより推進 した渋井につい

ては後に述べたい。

4)要 目名称を遵守 した 「行進遊戯」「唱歌遊

戯」名

「行進遊戯 」名称をとる著は, 前述のように, 

この期を通 じて出版される。明治期以降の文化摂

取から, 外来運動文化を総集 して, 謂 る 般行進遊戯

形式"を 抽出 し, これに基づいた自作を目指すな

ど, 内容的には変貌 しなが らも名称は遵守される。

大正15年教授要 目改正では,「 遊戯及競技 」領

域に行進遊戯, 唱歌遊戯が包括されているが, 昭

和11年 改正では, 「基本練習 唱歌遊戯 行進遊

戯 」として領域が拡大する。

しかし「唱歌遊戯及行進遊戯二在 リテハ徒二技

巧ノ末二走 リ身体ノ修練ヲ忘ルルガ如キコトアル

ベカラズ」とする要目精神は, ダンスの本質を求

めっつも, 「行進遊戯は調律的にして円滑, 軽快な

(7) 寺岡英吉, 石橋 蔵五 郎 「スクールダ ンス」大1, 印牧季雄 「スクー川ダンス」大13な ど。

(8) 荒木直範 「体育 ダ ンス精義」大12, 砂本靖二 「体育ダ ンス」大13, 渋井 二夫 「体育ダ ンス原論」昭5な ど。

(9) 伊沢エイ 「体 育舞踊」, 師範大学講座 体育第9巻 建文館(昭11)「 体育の 目的を以て舞踊を体育的

に創案 したものを云 う」「体育舞踊本来の 目的は体育に有 る」とする。

(10) 前掲(9)で, 伊沢 は 「行進遊戯」 の字義が当代の内容 にそ ぐわな くな った ことを指摘 してい る。

(11) 寺崎謙太郎, 「教育的体育ダ ンスと其指導法」章華社(大14)

WSラ イアン(米)大10, Gym. dance講 習会開催, 以後 師事す(著 者付記)
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る全身的動作 により, 快活, 温雅なる精神と端正, 

優美なる容姿とを養い, 以て心身の円満なる調和

発達をはかるものである」(12)と,「心身ノ発達二鑑

ミ」「生徒児童身体ノ健全ナル発達ヲ期」す教育目

標の投影を濃くしている。

て の時, 一方に「行進遊戯」の呼称の下に, 璽讐ダ

ンス"を 考え 「すべての芸術作品の内容となるこ

の美的感情とは, 創作者が或対象の享受によって

得た霊感をあらゆる労作を経て, 発展し, 整理 し, 

純化した結果生み出した, いはば感情生活の理想

境である」作品を, 「具さに享受 し, 鑑賞するとこ

ろによって, 創作者が経験 して来たところの, い

わゆる感情純化の過程を追体験することになる」

と考え, 「身体運動の追体験によって, 行為による

感情の純化, 高揚をめざす」(13)ものと, 感晴移入の

美学に基づ く感情教育を主張する論も出現する。

教授要目が著作の推進(内 容的には抑制の一面

も含みなが ら)に 及ぼした影響は, この期を通 じ

て, 量的質的に顕 らかに認められる。要目改正前

後には出版量が増 し, 要目の遵守がすべての著の

前提として掲げられている。

大正末期か らの著書には女性筆者の登場が目立

つ。要目の推進の任を負 って, 女性研究者の登場

するこの時期の特色を認めっつ, 反面に, 女性の

分坦する領域として, ダンスが女性に傾斜する素

因をこの期に認めなければならないだろう。

更に, この期全般を通 じて要目重視と共に, 用

いられた名称の解釈, 検討が目立つ。 しかし, 名

称に対する定義は一定せず, 広義狭義, あるいは
(14)

質的な差 をもって用いられている。定義の動揺

の中に, 胎動期の特質を見出すとみるべきかもし

れない。(発表資料b-2, ダンスの分類参照)

5) 芸術教育を標榜した 「教育舞踊」名

この期が, 身体運動の本質を論的に求めた点で, 

明治期の実践的導入を越えることは既に指摘 して

きたとおりである。

舞踊の本質を論的に求めた人々は, 必然的に近

代舞踊の趨勢と思想に選遁する。「ダンスは一種の

高尚なる芸術であってそは教育の好機会に充ち, 

他の芸術やライフに霊感を与える」(15)と先づ芸術

性を見裾えた『教育ダンス』。また,『教育舞踊』(16)

と名付けた升元は, R. ボーデ, J. ダルクローズに

全体性と有機的統一の原理をもとめ, 1. ダンカン,

R. ラバン, M. ウィグマンに及んで, 美的律動運動

の思想的系譜を辿り芸術と人格教化に着目する。

舞踊を芸術的舞踊とし, 美学 ・教育学に接近 し

芸術教育に全人教育をみようとした歩みは, この

期末を飾るものとして注目されよう。

以上の概観によって把握されるように, この期

の著書には, 上述の 「書名 」上の表徴の差異性と

共に, これを越えて, 等 しく遊戯論に基づき, 体

育思想の流れをたずね, ダンスの進化の過程と源

を問う論的追求と体系化の努力が共有されている。

また, いずれの筆者も外来舞踊形式を踏まえ, あ

るいは詩と音楽に着目し, 歌曲による教材の出現

を図って多様化 している。作品の追体験として, 

r与える教育", 鯉ダンスによる教育"(手 段的位

置づけ)の 限界内ではあったが, 生理解剖学に立

つ身体教育に, 奔流の如 く美的価値を導入 した点

で際立つ時代と再認すべきであろう。

身体教育と舞踊文化への開眼-そ の本質的追

究と実践が漸 く端緒を見出そうとする時, 「遊戯か

らダンスへ 」の歩みは, その後の戦時体制の中で

急激に錬成主義へ傾斜 し, 止むなく整一化されて

いくのである。

皿 著者 と舞踊観

上述の 「遊戯か らダンスへ 」の潮流をふまえ, 

ここでは, 二者を選択し, その論拠を手がかりに

時代思潮に接近 し, 舞踊教育に潜在する基本的課

題を探索 したい。

1)『 体育ダンス』の著者(17)

(12) 高橋 キ ョウ 「行進 遊戯」右文館(昭4)

(13) 三浦 ヒロ 「女子体育 より見たる行進遊戯」師範大学 講座 第13巻 建文館(昭11)

(14)「 体育 ダンス」(Gym. dance)をFolk, Aestheticと 並列分類す る高橋。 「体育 ダンス」 をすべて

の類別を総括する総称 とす る渋井 など。

(15) 内田 トハ, 御 笹政重 「教育ダンス」東洋国書(昭14)

(16) 升元 一人 「教育舞踊」 日本教育学会(昭7)

(17) 渋井二夫 「体育ダ ンス原論」人文書房(昭5)
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「組織ある教育的体育的音楽舞踊が吾人の述べ

んとする体育ダンスなのである」と「体育ダンス」

を標傍 した渋井は, J, ルソrH. ペスタロッチの

教育思想をふまえ, 身体と精神の調和を求めて, 

J. グーツムーツ, A. スピース, 特に, 運動に美的

形式を導入 したM.B.ギ ルバートやD, M. サージェ

ント(18)ら, 欧米の新体育思潮に啓発されて, 「体育

ダンスの本質的価値 」を樹立 しようとする。先づ, 

「身体教育としての特殊的価値 」に着目し, 従来

の身体活動軽視の教育思想に,「 身体教育という

新目標 」を打ちたて, 体系的有意識的有 目的的に

活動を為 し, 心身の発達をはからねばならないと

考える。ダンスは, 「身体のすべての部分を最 も調

和的に合理的に身体教育」す るものであり, 「自然

的な筋肉運動の連鎖」であり, 「自発的生活動作の表

現であり」「自然的 リズムから合成されている」弾

力ある「ヘルメス型の教材 」として, 運動の自然

性, 調律性, 音楽性を強調する。また, 体育ダン

スの女性教育に対する価値や治療的価値にも言及

し,「感受性を豊富にし, 心身を統制する基礎的教

養 」として, 先づその価値を説く。

体育ダンスは「音楽の刺激によって生ず る, 複

雑なる心的現象を, 高雅にして, 運動価値多き, 

韻律的動作によって表現 」し, 調和的発達と感受

性並びに表現の能と趣味を養うとする定義は, 広

く舞踊の進化過程をさぐる知見 「舞踏汎論 」によ

って 「舞踏は人生である」と見裾えられ, 最終的

にはステージ上の舞踊を, 総合芸術上の極致として

位置づける。(「調和の姿型」としてA. パヴロワ, 

M. ヴィグマン, T. カルサヴィナ, S, マヘサ らの

ア-卜 写真が巻頭に掲げられるようになる。昭8)

ここでは, 渋井は, 「リズ ミカルな肉体運動による

感情表現の芸術である」と美学上に舞踊の特性を

認め, 「文化価値と教科との関係」俵2)を 考える

ことになる。ダンスは 「(1)形式内容の統一 として

現われる, (2)人生に意義ある内容をもっている, 

ナ チ ュラル ダ ン ス 表2

(18) M. B. Gilbert のAesthetic Calisthenicsと して の美 的形 式 の 導入, D. A. Sargentの 大学 へ の 導 入

な どはR. KrausとS. A, Chapman, History of the Dance in Art and Education 1981に くわ

しい(後 出 表4)
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(3)仮象の世界に属する(主 観的要素), (4)有 機的

統一を表わすもの」として美の規範に照 し「舞踊

価値の解剖」(19)を試み, その結果は 鯉舞踊現象の

実体"に 図式化される。(表3)

表3(昭8)に は, 身体の構造機能と音楽刺激の

受容一反応過程を両極におき, 直観 ・認識から実

現に至る知情意の働きを, 運動の働きとその相互

作用に示 し, 最終的には, 科学的陶冶(真), 倫理

的陶冶(善), 審美的陶冶(美)の 「身体教育 」とし

て, その構造化をはかっている。

これらの構造論は表2に みるように,「 手段価

値」に「健康 一 体操 ・体育ダンス」をおき,「 絶

対価値 」に 「審美的価値 一 総合芸術(教育舞踊, 

学校舞踊)」をおき, 舞踊の両義性を理念上に認め

なが ら, 実践上には 「体育ダンス」にそれらを集

約 しようとする。渋井の舞踊観の帰結をここにみ

る。

しか し『体育ダンス新教本』には, 「体育ダンス

創作法」を付記 し, 「創作原理」「創作の規範」など

原理を示すと共に「構成法の七原型(20)「創作表現

法第一様式～第四様式」と具体に及び, 更愉 快 哀

愁"建璽崇高"璽優 美 光明"璽曾忍従"璽滑 稽"な ど50

の感情語と対応する表現様式を掲げて 「自己の完

成が全一の形に於いて自然に表現せられ流露 し, 

其の美的情操の生活が創作となり創造となり, や

むにやまれぬ生活表徴として引き出され生れ出る」,

「創作力は何人にも必ずある 」と舞踊観を進展さ

せる。実践上には ぞ雫教材"の 提示に止ったとして

も, その本質への着目は認められるべきであろう。

これらを, 「皇道体現の道」(昭13)と図式化し, 

「日本精神顕揚0体 育ダンス」として, 「己れを空

うして国家と一体となる国家的情操酒養 」を目指

した急激な舞踊観の変貌 と対置するとき, この期

の終末の苦渋の象徴として, 個の変貌は, 時流を

語ってあまりあるものどみられよ洗(発 表資糊3)参

照)渋 井のみでなく, 体育の国家目的への傾斜の

中で, 舞踊教育 もひとしく共通運命を辿るのであ

る。

目を転 じると, 大正9年 体育ダンス研究会を起

し, 内外に同人を得, 各地に講習会を開いて研究

普及に努めた著者の, パイオニァとしての舞踊研

究の意欲は, 掲げられた内外文献(100書 を越え

る)か らも察知 される。G.コルビー(21)らの原著に

論と実践を求めたこの期のプロフィールを如実に

提示 しているとみられよう。

その実践内容については後にゆずりたい。

表3

鰻 實 の 象 現 踊 舞 章二第
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2)『 教育舞踊 』の著者

「舞踊がやむにやまれぬ内部的泉流の肉体的に

旺溢 した姿であるならば, その理想は哲学に立脚

し, 魂の充実 した躍如たる芸術としての美学的目

的規範に合流せねばならない」(22)と主張する升元

は 「体育的根抵の下に舞踏を題材とし, 是によっ

て芸術的教育に資せんとする」。「近代舞踊の趨勢

と思想的根拠」を求めて 「美的律動運動派の人々」

の系譜と主張を辿 る。表4(23)に示すように 「極め

て自由な, 自然な, 芸術的表現は, 舞踊の最:も高

い地位を獲得するものであるというデルサート」

をはじめ, その弟子J. ステビンスの自然性に立つ

身体訓練, 1. ダンカン, E. ダンカンらの 「自然と

調和 して自然の動きを呼吸し, 鼓動し, 感得する

ことを教え, 美しい人間としての魂を甦 らせる 」

とする理念, R. ラバ ンの運動形成, 更にJ. ダルク

ローズのEurhythmics, その門弟R. ボーデの 「総

べての運動に於いて, 一つの有機的に統体性を有

すること」の 「全体的有機的自然運動 」の原理と

系譜に着目, 「健康 と美と力と自由を齋らすべき

高次の文化的要因 としての教育舞踊 」をめざす。

更にM. ウィクヤンを 「舞踊の純粋性を高潮した人」

として, 「現代芸術舞踊の最 も偉大なる出現」を認

めつつ, 始祖の業績に舞踊の原動力を感知し, 芸

術の源流をふまえて 「舞踊の教育的意義及び本質」

を見出そうとする」24)
表4

(19) 渋井 「体 育 ダ ン ス新 教 本 附 創 作法 」 小 学 館(昭8)

(20) 七 原 型 は, ナ チ ュ ラル ダ ンス, エ ッセ ティ ックダ ンスな ど外 来形 式 の 類 型 を掲 げて お り, その 意 味 で は, 

 "創 作"は, 理 念 と実 践 上 の 距 離 を有 して い た と み るべ きか も しれな い 。

(21) 前掲(17)

 Gymnastic and folk dancing books. by Himman, 

 Aesthetic Dancing. by E, Rath, 

 Clog and Character dances. by G, K. Colby, 

Natural Rhythms and Dances by G. K. Colby

Athletic Dance and Simple Clogs. by M. Hillas and M Minghtonな ど渋井の掲げた又献

上 にG. コル ビーらの外来様式の導入は明らかである。
(22) 升元一人 「教育舞踊」上 日本教育学会 昭7

(23) 升元 「系統的教育舞踊指導書」上巻 北海 出版社(昭9) P. 3

Francois Delsart(1811～1871)は, グーツムーツに刺激を得 「美学の法則を樹立 し, 音楽 と表現芸術

 と演劇の綜合的研究」を進めた。

(24) 前掲(23)R36には渋井の教育舞踊に対す る見解に反 論を記 し, あ らためて原 理化を試みている。
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その論体系の集大成は, 「全一 なる生命活動の

存するところ必ず心と肉体とは一体として, 一元

的に存立するもの 」として, 先づ 「人格教化とし

ての美的運動」を原理化する。ボーデの全体性, ダ

ルクローズの有機的統一体からは, I.「統一性の

原理 」を, 近代思潮の自然への渇仰, 運動それ自

体の持つ喜びと自然運動からは, 巫. 「自然性の原

理 」を見出す。更に, リズムの生理心理的, 論理

精神的見解からは, III. 「律動性の原理 」を立て,

「宇宙(自 然律)と 人(人 体 リズム)な る心と体

の一連的有機的に統体せられた躍動の様態 」の上

に,「個人の自我の覚醒, 個人の自由, 平等の欲求,

個性尊重, 自我実現, 自主創造の教育」として「教

育舞踊」(25)を樹立しようとする。

教育の中心は全人Der Ganze Menschで あり, 

全体としての人間が教育の対象であり, 有機体の

内的統一innere Einheitdes Organismusを 教育

舞踊に描き, その 「教育的意義及本質」は, I. 「全
一我の実現」, R.「全体構成への体育」, 研. 「健全

なる美的韻律的表現」であるとする。即ち, R. ボー

デが, 「フレーベルの自己発展, 自己の内部的活動

自己実現, ペスタロッチの有機的調和的自己完成, 

モンテッソリーの内在的力の自然的助長等の自由

教育, 人格教育……フィヒテの哲学的認識の上に, 

クラーゲス等の新 しい心理学的思想を根抵として」

運動の原理を求めた如 く, 内外諸説の原理を統合

し, 芸術と教育に思想的根底をおいて自由潤達な

個性的活動として舞踊を考える。舞踊は 「より精

神的なる生活現象で, 人心の内奥に貫流する生命

力の溌刺たる躍動である限り, デニスの 『神』, ダ

ンカンの 『魂』で, ハベマイエルの『道徳的で人を

教化するもの』で(25)「舞踊の芸術性と体育性は同
一物の両面観」であるとみて, 「舞踊と体育と芸術

の関係」即ち, 芸術と体育 ・教育の柔軟な関係の

樹立の中に 「人生を蘇生せ しめる芸術教育」を志

向する。

升元の舞踊は, 「舞踏はどこまでも音楽と運動

の融合である」とする音楽観を反映 し, 「音楽の

ムッドを舞踏のキイ・ノートとし」, 「動的芸術

の原動力」を リズムに求めて, 「二つの独立 した

芸術は, 同じ水流の中を一つに波立ちつつ下り行

くもの」とする。種々な運動様式(後 にみるナチ

ュラル ・ダンス, エッセティック・ダンス等外来

形式)と 歌曲(芸 術自由教育運動の人々による)

によって, 創出を進めた作には, 詩情の表象と湧

出, 宗教的神秘的な古典性や自然の美の形象化と

共に, 国民性民族性の高揚をも企図 した, 奉讃の

作 も含まれ, 大正期の新思潮の形成と崩壊過程を

そのままにうつ し出す。

更に, 「系統的……」の書名にみられる系統性へ

の志向, 即ち舞踊用語の解説～26)舞踊の基本訓練法

の解説(27)、(バレエ技術から自然運動にわたる)等, 

科学的組識化のさきがけは改めて見るべきもので

あろう。

以上の二者にみる動向を, あらためて外来文化

の導入 ・多様化と自立とみて, その実証としての

実践内容を観てみよう。

3) 実践内容の検討

-外 来文化摂取と自立-

この期に先立ち, 明治期に外来文化摂取を魁け

た坪井玄道, 可児徳, 白井規矩郎, 石橋蔵五郎ら

の遊戯研究は, この期にも引続き顕著である。英

米独佛の体育教育思想と実践を求めた人々は, 彼

地のダンス方法をその類別 のま まに受け入れ実

践}28)した。曲線行進, 円形行進, 十字行進 など

「マ ーチ ング 」や 「舞踏 」(コ チ ロ ン ・クワ ドリ

ール な ど)を 行 進遊 戯 の 内容 とす る点 で は先 の時

代 を 受 けつ ぎ, 「行 進 遊 戯 」 は先 づ 円舞, 列 舞, 

対向舞, 方舞と舞踊形式上に分類(29きれ, 「動作

遊戯」と並び立つ。更に, 「動的」 「静的」, 「一・

般遊戯」 「学校遊戯」と活動性や場と目的によっ

て遊戯を分類する等, 質的に検討されながら従来

の行 進形 式 以 外 に, 「曲線 舞 」301curvedance)

(25) 前掲(23)P. 34

(26) 升元 「系統的教育舞踊指導書」中巻 北海出版社(昭9)P.1～P, 43

(27) 升元 「系統的教育舞踊指導書」下巻 北海出版社(昭9)P.1～P66

(28) (明35)日 本女子 大学運動会 にはデルサー ト式 と名 してお こなわれている婦 女新 聞 の 記 事 が あ る(松 本

輿水, 明治期遊戯 の 一 考 察 一 白井規矩郎研究)昭48

(29) 前掲(2)P. 452

(30)寺 岡英吉 「学校 ダ ンスの新教材」宝文館(大1)
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と して 「フ ァウ ス ト」Faust,「 ポ ル カ セ リ ー

ズ」(A Polka) Polka Seriesな ど, 謂 るGym

nastic danceが 位 置づ け られ る。 即 ち 美 的遊 戯

は次 第 に外 来 文 化 の 類 型 の ま ま に類 別 され, 特性1

を ダ ンス類 別 名 称 上 に 明確 化 しよ う とす る。

昭和 初期 に は, これ らの質 的類 別(様 式 化)は

よ り明確 多彩 と な る。

渋 井 は, 「体 育 ダ ンス 」 の 内容 を次 の10種 に類

別 し, 各 特性 を解 説 す る。 即 ち, 

(1)「行 進遊 戯 」 純 然 た る行 進 遊 戯 … … 歩 行 組 み 合

せ, 隊 形変 換 の遊 戯

(2)「動 作 遊 戯」 表 情 遊 戯(吾 が国 で 創 作 され た も

の)律 動 遊 戯(吾 が 国 で 改作 され た もの 又 は創

作 され た もの)

(3)「唱歌 遊 戯 」 唱歌 を 歌 ひ な が ら踊 る ものIsee

yOUの 如 く… …

(4)Aesthetic dance美 的表 情 的 体 育 ダ ンス。 ギ

ル バ ー トは1910年 に八種 の 型, 廿 七 の 歩 法, 四

八 の動 作 を組 識 し, フ ァ ース ト等 ギル バ ー ト式

ダ ンスを創 作 … …

(5)Folk dance体 育 ダ ンス の 中堅, そ の 根 底 を な

す ダ ンス

(6) Callisthenic dance狭 義 の体 育 ダ ンス。 何 等

の 表情 も含 れ ぬ 曲線 的 体操 ダ ンス。

(7) Athletic dance競 技 ダ ンス。 オ リン ピ ッ クゲ

ー ムを型 に取 った もの

(8)Rhythmical Gym. 音律 体 操, 柔 軟 体 操 の如

きは これ に 属す る もの

(9) Character dance郷 土 的, 特 質舞 踏。 ロ シ

ア の コザ ッ クダ ンス, イ ギ リス の ス コ ッチ リー

ル … …の 如 き もの

(10) Natural dance自 然 的 なれ, 優 美 な れ, 表

情 的な れ と自然 現 象 た る風 ・浪 ・夜 ・夕朝 や 又

喜 び, 悲 しみ等 の気 分 を 主 と して 表 徴 した もの

(ア トキ ン ソ ン女 史, ジ ョンス トン教 授 の なせ

る もの)

以 上 の10種 を 著 者 は, (1)Folk, (2)Calisthenic, 

(3)Athletic, (4)RhythmicalGym. に 分 け, (5)

School danceを 加 え五 種 にま とめて い る。

これ らの 類 別 は そ の作 品即 ち,"Dance of

gracious Nike"(Aesthetic dance), 白 薔

薇 章"(Gym. dance英 国 キャラクターの改作, )

カル メ ン シルバ ー"(Natural dance昭 和6

年6月15日 創 作)と 導 入 紹介 ・改作 ・創 作 と明示

され, Danish Real"(Folk dance)や 行 進

系 の演 目 を加 え, 作 品集 一 書(31あ 中 に 文化 摂 取 か

ら自立 へ の明 らか な歩 み を み せ る。

これ らの 導 入, 改作 ・創 作 の 歩 み は, 「教 育舞

踊 」 を 目 指 した 升 元 の 実 践 に も通 じる。 即 ち, 

奴牡 牛 の群Swedish Hazing Dance"(Gyrn. 

danceの 訳 出)。。な ぎ"井 上 武 士 曲, (行 進 舞 踊

形 式), "Alpen rose"(Natural dance), 

"パ ト リック デ ー"や"グ リー ク サ ク リフ ィ シ

(32)
ユア ル ダ ンス"(古 典 的 宮 廷 舞 踊 の改 作), 

各 国 の キ ャ ラ ク ター を生 か して 創作 した"ア ラ ビ

ア ン ダ ンス""ナ ポ リの 夕", な ど外 来 様 式 を と

りい れ, 他 方 に審 美 的 詩 情, 主 体 的精 神 美 を 発現

しよ うと した創 作"on the shore海 辺 に て",

"花"等 が み られ る。 外 来 様 式 に基 く自作 は ここ

に も明 らか で あ る。 更 に, レク リエ ー シ ョ ン機 能

と して の舞 踊 に も着 目 し,「 家 庭 踊 り」 「盆 踊 り」

と して ぐ?月見 踊 り"な ど を含 め て い る。

この期 の歌 曲 に 振付 け られ た 教 材 を概 観 して, 

北原 白秋 ・西條 八 十 等 の 芸 術 自由教 育 運 動 か ら生

れ た歌 曲, ま た, 文 部 省 唱歌 の普 及 と も相 ま って

多彩 さが 目立 つ。 「あ め ふ り」 「故 郷 の 廃 家 」「荒

城 の 月 」 「天然 の美 」 な ど の愛 唱 歌 曲 の 上 に 「芸

術 的 価 値 高 い教 材 」 の創 出 を試 み, 「自由 闊達 な

る個 性 的 活動 の上 に, 心 魂 的 生 命 的 な る」 「美 し

い肉 体 的精 神 的 文 化形 成 」(33)を目指 して ロマ ンの

風 潮 を も りあ げて い る。

しか し, 教 材 の傾 向 に は, 勿 論, 時代 を反 映 し

た 「軍鑑 行 進 曲 」(瀬 戸 口藤吉)な ど も採 りあ げ

られ て い る。

この期 の 外 来 文化 摂 取 と 自立 へ の歩 み を, 海外

舞 踊 教 育 の 歩 み と比 較 す る時, これ らの 運 動 文化

の導 入 と生 成 の過 程 はよ り明 らか な 様 相 と して と

らえ られ る。(表5)即 ち, 表 示 上 に は, Calisthenics

一 ギ リシ ャ語Kalos(美)とSthenic(力)か ら命 名 さ

れた とい う新 しい体操(1853)か ら次第 に美 的 芸

術 的 要素 を つ よめ, Aesthetic Calisthenicと

な り(M. S. ギ ル バ ー ト, デ ル サ ー ト ・シス テ ム

を導 入 一1890年 代), 審 美 性 を うた うAesthetic

danceか ら, よ り男 性 へ の 適 合 を は か りGym. 

(31) 渋 井 「最 新 体 育 ダ ンス教 本 」(昭6)

(32) 升元 「教 育 舞 踊」 上 下 巻 Greek Sacrificial Danceは 「乙女 の 祈 り」 と して 改 作。

(33) 前 掲(22)
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表5 舞 踊 教 育 の変 遷(ア メ リカ)(松 本)

<引 用文献>
"T
o want to Dance: A biography of M. H'Doubluer"

 1978. 

 "History of the Dance in Art and. Education"1981. 
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danceが 生 まれ る。(前 出D. A. サ ー ジ ェ ン ト の

ハ ーバー ド大 学へ の導 入)。一 般 的 にはFolk dance,

National danceが 普 及 し, や が て, よ り 自然 な

動 き, 創 造 的 な 自 由を 求 めて, Natural dance

が 生 まれ, Creative danceが 体 育 学 部 内 に位 置

づ け られ, コ ンサ ー トダ ンサ ー と大 学 の 交 流 を み

せ な が らPerforming groupを 大 学 内 に成 長 さ

せ る1850年 頃 か ら1920年 頃 の ア メ リカ舞 踊 教 育34)

の発展に近似するのを認め得るだろう。

体育か芸術かの論議の中に, 1940年 頃には, ア

メリカの教育におけるVital Force"と してのヴ

ィジョンを確立 し, 人間社会におけるダンス体験

の価値の容認をみる彼地。日本において, 自主創

造のダンスがその市民権を得たのは昭和22年(1947)

学習指導要綱からであり, 第二次大戦後のアメ リ

カの舞踊教育の多様な発農35)は増々彼我の制度上

の異 りを大にするのを見る。

ともあれ, 舞踊の本質と人間性に目覚めて 敢然とし

て彼我に理想を探求したこの期は, 前にも述べたよう

に, すべての外国語名を排除した昭和17年 体錬科

教授要目の錬成主義の下に, 目的 ・内容(教 材)

ともに変貌せざるを得ない時を迎えるのである。

お わ り に

まとめと補綴の意をもってこの期を概括 しよう。

先づ, 書名上に表徴された主張の差違にかかわ ら

ず, 広 く体育, 芸術, 教育思想を内外に求め, 舞

踊の進化の過程の上に本質 を探 り, 論的にダン

スの特質を抽出しようとした点で, 筆者は共通基

盤に立っとみられよう。また, 芸術至上を排 し, 

身体教育と人格教化のダンスに帰結 し, 時代の体

育目標に同化しようとする点でも共通性を有 し, 

時代そのものを立証 していると思われる。

その結果, 要 目の狭隣を指摘しつつ, 要 目の精

神を体する形で, 副教材"を 輩出する実践へ向

ったとみるべきかも知れない。

しかし, 心身観をひろげ, 優美優雅志向の美意

識を反映 して, 自由と韻律の自然運動にロマンテ

ィシズムを旺溢させた"教 材"は, 謂るマーチン

グ中心の前時代を越えている。更に, 体育運動と

芸術の技法を導入し, 外来運動文化諸形式の質的

分化を行い, 身体運動の価値を運動以上のものと

みて, 内的精神の所産としての外的表現形式を多

様化 して理念的実践的に 「舞踊」の黎明を予感さ

せた時として, この期は再認されるべきであろう。

この期の限界は, 上述の体育, 芸術, 教育に対

する文献研究および芸術文化への接近が困難な時

代として, 当然, 平面的な知見に止まり, これら

を組識 して芸術と教育に新たな観念をもた らす熟

成には至らなかったとみるべきであろう。 この期

にはまだ人間の心理的発達段階とダンスに関する

論及も少い。 ここに, 自由創造の理念と芸術文化

を求めつつ, 自作の提示によって外来文化摂取か

ら自立への道を拓きつつ, 結果としては, 「教授
一受容」の教育観内で般教材"を 多彩にするに止ま

ったこの期の実態があるとみるべきかもしれない。

この期の様相は, 「舞踊」 一 消え去る現象性

文化における研究教育的接近の困難を改めて認知

させるものであり, この期の責としてではなく, 

現象性文化を教育科学として追究 し, その価値を

みようとする舞踊教育の本質につながる問題とし

て認知すべきものであろう。

更に, この期には, 男性の論的知見に対する女

性の感性的実践, やがて教育研究分野から男性が

去 り, 女性のダンスへの移行を予想させる, これ

らの背景 と問題点。また, 要目の遵守, 特に体育

目標と舞踊の本質との関係の論究など, 国家社会

の趨勢の中で舞踊と舞踊教育が余儀なく変貌する

過程がつぶさによみとれる。

狭義の舞踊教育が舞踊文化を擁して, より広義

に見なおされようとする今日, この期が内蔵 し提

示する課題は, 今 日にもなお持続することに気付

く。アメリカ舞踊教育との対比は, より明 らかに

今後の深い知見と洞察を我々に迫るものであろう。

特に, 理念としての芸術志向と教科としての体育

目標 ・内容及び方法への同化過程での葛藤, また, 

理念としての芸術志向が実践上には芸術技法の導

入にとどまる矛盾 した実態など, 今日の舞踊教育

へ語 りかける歴史的警鐘 として, この期の意義と

問題はあらためて再認されるべきであろう。

紙数の限界から詳述できなかった多々を今後の

課題とし, ひとまずこの稿を終 りたい。

付記 本稿は昭和57年度お茶の水女子大学人文科学研究科
「舞踊教育学特論」の一貫としてまとめたものである。
表1には中野祐子さんの協力を得た。なお, 本稿は,
共同研究「大正・昭和前期の舞踊教育一戸倉ハルと
その時代一 」を教授要目の流れの渦心とみ, その外
延の潮流に視点をおいて考察を進めた。(松本)

(34) 松 本 「M. ド9ウブ ラ ー」 体 育 科教 育1979 Vol. 27,

No. 9, 12

(35) 松本 「舞 踊 教 育学 科 のめ ざす もの」体 育 の科 学

1982お よ びVol. 32 No. 11

-13-



大正 ・昭和前期の舞踊教育関係書-覧(全167冊)

所蔵: 国 会-国 会図、夢1館
お茶大-お 茶の水女子大学

臼体大-日 本体育大学

中京大-中 京 大学
筑 波-筑 破 大学
日比谷-日 比谷図書館

秩 父-秩 父宮記念スポーッ図書館

-14-



-15-



-16-



-17-


